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注：人口増減率＝（Ａ－Ｂ）÷Ｂ （Ａ：指定した年の人口 Ｂ：Ａの 5年前の人口） 












































総人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口
２）分析結果 
秋田県では 1995 年から総人口の減少率は大きくなり続けている。年齢別に見ても、1985 年から年少
人口（14 歳以下）に加え、生産年齢人口（15～64 歳）の減少も始まった。2025 年には、老年人口（65
歳以上）も減少することが予想され、人口減少は加速している（図１）。一方東京都では、総人口は増




















































り、作付面積は水稲が 134ha で、その内訳は主食用米が 30ha、飼料用米が 104ha で、小麦が１ha であ
る。生産量は、米が 729t で、単収は 10a あたり 540kg である。売上高は 4,600 万円で、加えて交付金
１億 2,000 万円を受給している。販売先は主食用米が JA で、飼料用米は JA 以外の業者である。労働








大迫が 10a あたり 253kg、紫波が


























法人名 (株)未来菜園 (農)成和農園 (株)やなぎやのうえん
親元企業 建設会社 土木会社 ラーメン店









































法人名 (株)未来菜園 (農)成和農園 (株)やなぎやのうえん
参入年次 2004年 2007年 2013年
参入理由 建設業の新分野参入
・地域の後継者不足






























































法人名 （株）未来菜園 （農）成和農園 （株）やなぎやのうえん
地域への波及効果
・農福連携
・雇用創出
・地域の農地の受け手
として農地バンクから
借り入れ
・地元の祭りへの参加
・遊休農地の利用
地域振興の課題
・特産品として位置づ
けられていない
・昭和後半の整備でで
きた田んぼが壊れてき
た（用水路、基盤が壊
れている）
・地域の若者がつながりを持
とうとしない
・岩手の小麦で1年分の麺を製
造できていない。
新たな取組
・輸出を考えてＧＡＰ
アドバンスの申請
・天敵の導入で減農薬
を目指す
・面積拡大
・基盤の壊れている水
田の再生と浅層暗渠の
施工（親元）
・ベトナムに店を構えた
・日本ブランドを背負い自分
たちで安全で安心な野菜を
作っている。（親元）
今後の課題と  発
展方向
・有利な販路の開拓
・持続性
・赤字脱却
・生産と経営の両立
・2年後復興工事が終
わった時に仕事が少な
くなる可能性がある
（親元）
・畑の面積拡大
・鹿害対策
・店舗数を増やす（親元）
・3か月分の麺しか作れていな
い（親元）
